










The Effects of Narcissism on Help Seeking, Problematic Behavior, and 
Academic Achievement in Junior High School 
 
阿部晋吾1・太田仁 1・福井斉 1・渡邊力生 1 
ABE Shingo, OTA Jin, FUKUI Hitoshi, WATANABE Rikio  
 
This study was designed to examine the effects of narcissism on help seeking, problematic behavior, and academic 
achievement in junior high school. Five hundred and forty-one Japanese junior high school students (274 male, 
277 female) completed a questionnaire survey. Survey items were Narcissistic Personality Inventory-Short 
Version (NPI-S), the frequency of asking questions of teacher, the frequency of being reprimanded from teacher, 
and the results of the latest regular examination. Using structural equation modeling, the results showed that the 
higher the NPI-S is, the more often students asked to teacher, were reprimanded from teacher, and got good grade. 
In addition, it was also found that the three subscales of NPI-S have different effects on these behaviors. From the 
results, it was suggested that narcissism influences various aspects in school life. 
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自己愛傾向は，自己中心的, 自己肥大的, 支配的，他者操作的な特徴を持つ性格特性である(Emmons, 
1987; Paulhus & Williams, 2002)。自己愛傾向に関する研究では，これまでに恋愛 (Campbell, Foster, & 
Finkel, 2002)，怒りや攻撃行動(阿部・高木, 2006; Bushman & Baumeister, 1998)，援助行動(阿部・高木, 2011)
など，さまざまな対人行動との関連が検討されてきている。しかしながら，自己愛傾向に関する研究は
大学生以上を対象としたものが中心であり，高校生以下の自己愛傾向を扱った研究は散見されるものの






















ける情報に対して過敏に反応するため，援助要請を抑制するという脆弱性仮説(Tessler & Schwartz, 1972)
が知られている。自尊感情と自己愛傾向は一部重複した概念であることから，自己愛傾向が高いほど，
質問頻度は高いことが予測される。 















方  法 
 
調査対象者および調査方法  
 2010 年 12 月に，三重県中央部の公立中学校 1 年生から 3 年生を対象に調査を実施し，541 名(男子 264





能感” “注目・賞賛欲求” “自己主張性”の三つの下位尺度からなる。本研究では，各下位尺度 10 項目の中

























“1. 全くなかった” “2. 週に 1～2 回” “3. 週に 3～6 回” “4. 7 回以上”の 4 件法であった。 
叱られ頻度：今の学年の 4 月から今までに，先生から叱られたことがどの程度あったかを尋ねた。選
択肢は“1. 全くなかった” “2. 1～2 回” “3. 3～6 回” “4. 7 回以上”の 4 件法であった。 
学業成績：前回の定期試験で，60 点以上だった科目の数を尋ねた。選択肢は“1. 0 科目” “2. 1 科目” “3. 
2 科目” “4. 3 科目” “5. 4 科目” “6. 5 科目以上”の 6 件法であった。 
 
 
結  果 
 
尺度の信頼性および記述統計 
自己愛傾向の各下位尺度の α係数は，優越感・有能感が α= .84，注目賞賛欲求が α= .86，自己主張性
が α= .77 であり，いずれも高い内的整合性が確認されたので，それぞれ 3 項目の得点を合計したものを
尺度得点とした。ただし，後述する構造方程式モデリングの際には，尺度得点は用いずに，潜在変数に
よって各因子を表現した。自己愛傾向の各下位尺度得点，および質問頻度，叱られ頻度，学業成績の平
均値と標準偏差，そして相関係数を Table 2 に示す。 
 
Table 2 各下位尺度・項目の平均値と標準偏差，相関係数 
 M SD 1 2 3 4 5 
1. 優越感・有能感 7.35 3.11      
2. 注目・賞賛欲求 7.91 3.20 .56***     
3. 自己主張性 8.59 2.97 .45*** .47***    
4. 質問頻度 2.02 0.95 .12** .15*** .09*   
5. 叱られ頻度 2.46 1.00 .03 .11* .14** .15***  
6. 学業成績 3.72 1.75 .19*** .13** .16*** .17*** -.12**












自己愛傾向の各下位尺度の観測変数，および誤差項はすべて省略        
数値は標準化係数，パスはいずれも p < .05        
 
Figure 1 二次因子モデルによる自己愛傾向と質問頻度，叱られ頻度，学業成績との関連 
 
 
自己愛傾向の各下位尺度の観測変数，および誤差項はすべて省略          
数値は標準化係数，実線のパス p < .05，点線のパス p < .10          
 





いては削除したところ，最終的に Figure 2 のモデルが得られ，こちらも十分に高い適合度が確認された
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